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愛
媛
ミ
カ
ン
発
祥
の
地
で
あ
る
宇
和
島
市
吉
田
町
の
宇
和
海
を
望

む
ミ
カ
ン
園
地
で
は
、
５
月
と
も
な
れ
ば
白
く
可
憐
な
ミ
カ
ン
の
花

が
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
の
風
光
明
媚
な
ミ
カ
ン
山
を
満
喫
し
て
も
ら

お
う
と
５
月
５
日
に
玉
津
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ミ
カ
ン
の
花
の
さ
わ
や
か
な
香
り
に
包
ま
れ
る
全
長
７
㎞
、
徒
歩

約
１
時
間
30
分
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
コ
ー
ス
は
、
眼
下
に
法
花

津
湾
の
景
色
を
堪
能
し
つ
つ
完
歩
で
き
ま
す
。
途
中
７
ヶ
所
の
ポ
イ

ン
ト
で
は
ミ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
試
飲
や
魚
の
す
り
身
コ
ロ
ッ
ケ
試
食
な

ど
地
元
の
味
に
舌
鼓
。
園
地
脇
を
通
れ
ば
、
品
種
の
違
う
ミ
カ
ン
は

花
や
香
り
も
微
妙
に
違
う
と
い
っ
た
新
た
な
発
見
も
醍
醐
味
の
一
つ

で
す
。
メ
イ
ン
会
場
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
上
演
、
特
産

品
販
売
、
餅
ま
き
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
完
歩
者
に
は
参
加
賞
が
用

意
さ
れ
る
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
認
定
コ
ー
ス
と
し
て
自
由
に

散
策
で
き
る
の
で
、
違
う
季
節
に
訪
れ
て
ミ
カ
ン
山
の
良
さ
を
再
認

識
す
る
の
も
ま
た
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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「
ミ
カ
ン
の
花
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
ミ
カ
ン
や
ま
　

　
　
ト
ン
ネ
ル
抜
け
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
い
い
香
り
！

（
宇
和
島
市
吉
田
町
）

▼

ミ
カ
ン
の
花

▼

法
花
津
峠
か
ら
ミ
カ
ン
園
地
、
法
花
津
湾
を
眺
め
る
。
中
ほ
ど
に
見
え
る
の
が
会
場
と
な
る
玉

津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド



今月の表紙

　立春から88日目のころ。若葉は緑濃
く、勢いを増しています。茶畑では額に
汗をにじませて、慣れた手つきの茶摘み
作業が続いています。「お昼だよ～」お
弁当を運ぶ陽気な子どもたちの声に視線
を向ければ、屋根より高い鯉のぼりが５
月の風に泳いでいます。まずは滋味あふ
れるお茶で一服しましょうか。
　農作業の忙しい季節がはじまります。
●表紙：茶摘み
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.137

吉田町！「ミカンの花」スタンプラリー
ミカンやま　トンネル抜けたら　いい香り！
（宇和島市吉田町）

●2　 　〈特集〉

	 24年度生産・販売・購買
	 一体事業の取り組み（米麦編）

●5　　 THE・ねっとわーく

●6　　  ふるさと  ESSAY  VOL.205

両親という下草が私を育て、娘へと…。
尾原　聖名さん

●8　　 TOPIC NEWS

●13　　 統計BOX
	 環境保全に向けた取り組み

●14　　 JAふるさと自慢Vol.137「直売所めぐり」

 おいでんや	とうえん	〜JA東予園芸〜

●16　　 READERS通信

 NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉えひめみかん・

いよかん混合ジュース

May 2012

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

※2012年1月にリニューアルしました。

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　

第
１
期
の
資
材
対
策
、
第
２
期
の
販
売

対
策
の
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、「
販

売
先
を
明
確
に
し
た
総
合
的
な
生
産
振
興
・

資
材
対
策
」
と
し
て
の
モ
デ
ル
を
実
証
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
の
地
域
農
業
を

担
う
農
業
経
営
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
産
地
化
・
事
業
化
へ
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た

中
で
、
最
終
年
度
の
24
年
度
で
は
、
販
売

と
連
動
し
た
中
で
「
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
」

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
県
内
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
第
３
期
「
生
産
・
販
売
・
購
買
一
体
事
業
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

第
３
期
事
業
で
は
、
生
産
振
興
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
米
麦
・
果
実
・
野
菜
花
卉
の
作
物
別
に
「
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
」
を
設

定
し
、
作
物
振
興
の
推
進
と
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
・
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
生
産
者
所
得
の
確
保

を
め
ざ
し
、
販
売
を
見
据
え
た
中
で
「
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
証
普
及
に
取
り
組
み
、
産
地
化
・
事
業
化
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、「
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
」
を
中
心
に
23
年
度
総
括
と
24
年
度
の
取
り
組
み
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

ひ
め
の
食
・
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
企
画
に
よ

り
消
費
者
の
理
解
・
支
持
の
も
と
企
画
販

売
・
直
販
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
３
期
（
平
成
22
～
24
年
）
で
は
、「
コ

ア
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
証
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
」
は
、
生

産
技
術
・
資
材
技
術
を
中
心
に
、
省
力
化
・

営
農
支
援
（
農
地
・
園
地
や
労
力
の
確
保
）

や
新
た
な
需
要
・
販
路
を
開
拓
す
る
販
売

流
通
対
策
、
加
工
開
発
ま
で
を
組
み
込
ん

だ
「
総
合
モ
デ
ル
」
事
業
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、平
成
16
年
か
ら
、

県
内
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、「
生
産
・
販
売
・

購
買
一
体
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
期
（
平
成
16
～
18
年
）
で
は
、
共

販
組
織
を
基
盤
に
安
全
安
心
な
農
産
物
供

給
と
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
み
、
第

２
期
事
業
（
平
成
19
～
21
年
）
で
は
、「
え

「
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
」
を

点
か
ら
線
・
面
に
拡
大
め
ざ
す

特

集

◆特集：24年度生産・販売・購買一体事業の取り組み（米麦編）

コ
ア
モ
デ
ル
事
業
を
地
域
に
広
げ

販
売
を
起
点
と
し
た
生
産
基
盤
の
拡
大
を
！
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深
め
普
及
性
や
産
地
適
正
を
見
極
め
る
と

と
も
に
、
販
売
面
で
の
取
り
組
み
・
検
証

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
水
稲
高
温
耐
性
品
種
実
証

　

23
年
度
水
稲
高
温
耐
性
品
種
実
証
は
、

10
Ｊ
Ａ
、
１
、１
７
４
ａ
で
地
域
適
合
性
・

生
産
性
等
の
特
性
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
験
品
種
の
『
き
ぬ
む
す
め
』・『
に
こ

ま
る
』
は
、慣
行
品
種
の
『
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
』

に
比
べ
、
収
量
は
10
ａ
あ
た
り
で
同
等
～

60
㎏
程
度
多
く
、
１
等
比
率
も
30
～
50
％

程
度
高
い
と
い
う
好
結
果
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
）。

　

24
年
度
は
、
県
農
林
水
産
研
究
所
に
お

い
て
、
移
植
時
期
・
施
肥
・
栽
植
密
度
等

の
基
本
技
術
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

現
地
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
収
量
・
品

質
な
ど
産
地
適
性
を
見
極
め
る
た
め
の
実

証
圃
を
設
置
し
、
あ
わ
せ
て
販
売
面
の
検

証
も
実
施
し
ま
す
。
２
年
間
の
試
験
結
果

を
踏
ま
え
て
、
結
果
良
好
な
場
合
、
25
年

　

米
麦
事
業
で
は
、
安
定
し
た
農
家
経
営

に
向
け
て
、
収
量
及
び
品
質
（
１
等
米
）

向
上
に
よ
る
手
取
り
の
確
保
、
省
力
化
の

取
り
組
み
な
ど
多
様
な
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、
契
約
販
売
と
連
動
し
た
多

収
穫
米
の
産
地
化
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

23
年
度
『
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
』
で
は
、

①
水
稲
高
温
耐
性
品
種
の
実
証
、
②
多
収

穫
米
の
実
証
、
③
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
湛
水

直
播
栽
培
の
実
証
、
④
裸
麦
新
品
種
の
実

証
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

23
年
度
の
実
証
を
通
し
て
、
収
量
増
や

１
等
比
率
の
向
上
、
省
力
化
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
水
稲
高
温
耐
性
品
種
・
多

収
穫
米
・
裸
麦
新
品
種
で
は
、
販
売
と
連

動
し
た
着
実
な
産
地
化
、
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
湛
水
直
播
栽
培
で
は
、
担
い
手
の
経
営

実
態
を
踏
ま
え
た
直
播
の
導
入
普
及
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
24
年
度
で
は
、
引
き
続
き

実
証
圃
を
設
置
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

を
「
点
」
か
ら
「
線
・
面
」
に
普
及
・
拡

大
し
、
事
業
ベ
ー
ス
と
し
て
強
化
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

米
麦
コ
ア
モ
デ
ル
事
業
の
取
り
組
み

 　

23
年
度
の
成
果
を
踏
ま
え
、
高
温
対
策
・
多
収
性
・
省
力
化
と

　

 

販
売
対
策
を
検
証
し
安
定
経
営
め
ざ
す

【米の高温耐性品種導入・実証と普及】
○�にこまる・きぬむすめ等の導入に向けた現地実証と普及
　・�平成 23、24 年産米の試験結果を踏まえ、25 年産米から
販売と連動した普及をめざす。

　・�米卸・実需者を特定した販売が見える契約栽培方式と新
たな集荷手法を取り入れ、農家手取りの向上と安定供給
を図る。

【平成 23 年度の取り組み】
○�高温耐性品種を 11JA で実
証
　・�実証結果 : きぬむすめ１
等比率 89％、にこまる
56％、慣行ヒノヒカリ
24％。１等比率が高く収
量も同等〜２俵増

　・�課題：販売と連動した着
実な産地化

○裸麦新品種の実証
　・�四国裸 110 号・ユメサキ
ボシを栽培実証中

【平成 24 年度対策】
○高温耐性品種の実証・普及
　・�目標 : きぬむすめ、にこ
まるの 11JA での実証・
普及と販売検証

　�　�25 年から販売と連動し
た普及へ

　・�対策：栽培実証支援と助
成

○裸麦新品種の実証
　・�四国裸 110 号・ユメサキ
ボシの栽培実証を継続

　・栽培指針等を検討

【平成 23 年度の取り組み】
○多収穫米を４JAで実証
　・�実証結果：あきだわら
542kg、みつひかり659㎏、
慣行ヒノヒカリ 446 ㎏／
10 ａ。慣行に比べ２〜４
俵／ 10ａの収量増

　・�課題：販売と連動した普及
○鉄コーティング直播栽培実証
　・�育苗移植作業が不要で省
力化

　・�実証結果は慣行収量とほ
ぼ同等

【平成 24 年度対策】
○多収穫米の実証・普及
　・�目標：あきだわら、みつ
ひかりの４JAでの実証・
普及と販売検証

　・�対策：栽培実証支援と助
成

○�鉄コーティング直播栽培実証
　・�多目的田植機の導入と栽
培普及

○新規契約米の拡大と集荷向上
　・�特別栽培契約米の新規拡
大と JA集荷向上

【多収穫米による経営モデルの実証】
○ハイブリッドライス「みつひかり」の契約販売
　�現地実証→大規模農家・組織・法人へ推進→安定生産の確
立→産地化

　�野菜等の裏作による安定経営の推進（野菜チームとの連動）
○多収性品種「あきだわら」等の実証
　�栽培実証→安定生産の確立→契約販売による安定収入の実
現→産地化

実現方策〈販売と連動した高品質・低コスト生産〉

平成23年度総括と平成24年度対策 平成23年度総括と平成24年度対策

実現方策〈契約販売と連動した多収穫米の産地化〉
図１．米麦コアモデル事業概念図
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度
以
降
、
販
売
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら

徐
々
に
品
種
転
換
を
進
め
ま
す
。

　

販
売
対
策
と
し
て
は
、
認
知
度
（
品
種

名
・
食
味
）
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
販

売
先
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。　
　
　
　

②
多
収
穫
米
実
証

　

23
年
度
多
収
穫
米
実
証
は
、
４
Ｊ
Ａ
、

６
４
３
ａ
で
、
地
域
適
合
性
・
生
産
性
等

の
特
性
確
認
お
よ
び
施
肥
量
別
比
較
に
よ

る
収
量
性
確
認
を
行
い
、試
験
品
種
の『
あ

き
だ
わ
ら
』・『
み
つ
ひ
か
り
』
は
、
慣
行

品
種
の
『
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
』
に
比
べ
10
ａ
あ

た
り
で
１
３
０
～
１
４
０
㎏
程
度
の
収
量

増
と
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。

　

24
年
度
は
、『
あ
き
だ
わ
ら
』・『
み
つ

ひ
か
り
』
に
つ
い
て
引
き
続
き
実
証
圃
を

設
置
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の

普
及
性
に
つ
い
て
見
極
め
る
こ
と
と
し
ま

す
。

　

販
売
対
策
で
は
、
業
務
用
と
し
て
の
用

途
検
討
を
進
め
ま
す
。

③
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　

湛
水
直
播
栽
培
実
証

　

23
年
度
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
湛
水
直
播
栽

培
実
証
は
、
１
Ｊ
Ａ
、
１
４
３
ａ
で
省
力

低
コ
ス
ト
生
産
技
術
の
実
証
を
行
い
ま
し

た
。
育
苗
・
移
植
作
業
が
不
要
で
移
植
栽

培
と
比
べ
労
力
軽
減
に
つ
な
が
り
、
収
量

も
慣
行
栽
培
と
ほ
ぼ
同
等
の
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。
実
証
し
た
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き

で
は
、
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
用
田
植
え
機
が

導
入
さ
れ
、
今
後
普
及
推
進
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
も
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
生
産
技

術
と
し
て
、
普
及
・
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

④
は
だ
か
麦
新
品
種

　
『
四
国
裸
１
１
０
号
』『
ユ
メ
サ
キ
ボ

シ
』
に
つ
い
て
は
、
23
年
度
に
５
Ｊ
Ａ
・

８
１
９
ａ
で
実
証
圃
を
設
置
し
ま
し
た
。

収
穫
は
今
年
５
月
と
い
う
こ
と
で
ま
だ
結

果
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
24
年
度
も
実
証

圃
を
継
続
し
て
設
置
す
る
と
と
も
に
、
栽

培
指
針
の
検
討
、
新
た
な
販
売
先
の
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

販
売
対
策
で
は
、『
四
国
裸
１
１
０
号
』

は
『
ヒ
ノ
デ
ハ
ダ
カ
』
の
代
替
と
し
て

味
噌
用
の
販
売
検
討
、『
ユ
メ
サ
キ
ボ
シ
』

は
加
工
特
性
を
見
極
め
用
途
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※�

次
号
で
は
、
野
菜
花
卉
、
果
実
の
コ
ア

事
業
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

表１　23年度　高温耐性品種実証結果

高温耐性品種 収量 ㎏／10ａ １等比率 ％

きぬむすめ 445 85.8

に こ ま る 548 57.6

ヒノヒカリ 462 25.8

愛 媛 県 502 38.4

表２　23年度多収穫性品種実証結果

多収穫米品種 収量 ㎏／10ａ

あきだわら 592

みつひかり 603

ヒノヒカリ 462

愛 媛 県 502

特

集
◆特集：24年度生産・販売・購買一体事業の取り組み（米麦編）
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㈱
え
ひ
め
飲
料
は
、
３

月
29
日
、「
蛇
口
か
ら
み

か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
出
る
」

と
い
う
都
市
伝
説
を
イ

メ
ー
ジ
化
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
松
山

市
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
松
山
城
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
駅
舎
に
設
置
さ
れ
、
観
光
客
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
高
さ
、
横
幅
と
も

約
２
メ
ー
ト
ル
。
中
央
の
大
型
蛇
口
か
ら

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
で
ジ
ュ
ー
ス
が
流
れ

て
い
る
よ
う
に
演
出
し
て
い
ま
す
。

　

29
日
の
贈
呈
式
で
は
、
同

社
の
矢
野
清
社
長
が
、「
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
親
し

ま
れ
る
も
の
に
な
っ
て
欲

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

同
社
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
、
平
成
20
年
か
ら
は
月

１
回
、
松
山
空
港
で
蛇
口

か
ら
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
が
出

る
無
料
試
飲
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
、
観
光
客
へ
の
ア
ピ
ー

ル
に
努
め
て
い
ま
す
。

㈱えひめ
飲料

ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
贈
呈

観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル

者
や
流
通
販
売
業
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
た

め
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
１
月
に

開
い
た
「
え
ひ
め
み
か
ん
祭
り
」
で
は
試

食
や
試
飲
も
提
供
し
な
が
ら
愛
称
を
募
集

し
て
き
た
も
の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
今
後
、
商
標

の
登
録
を
行
う
一
方
で
、
産
地
適
性
を
見

極
め
つ
つ
、
苗
木
の
供
給
を
進
め
産
地
化

を
加
速
し
、
数
年
後
に
は
一
般
流
通
を
め

ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

は
、
キ
メ
ラ
か
ん
き
つ

「
エ
ク
リ
ー
ク
65
」
の
愛

称
を
募
集
し
て
き
ま
し

た
が
、
３
９
８
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
Ｊ

Ａ
関
係
者
が
９
候
補
に
絞
り
込
み
、
３
月

22
日
に
、
諏
訪
県
本
部
長
ら
に
よ
る
選
考

委
員
会
で
、
大
西
陽
子
さ
ん
（
松
山
市
）

と
井
出
啓
子
さ
ん
（
同
）
の
２
人
が
応
募

し
た
「
ひ
め
ル
ビ
ー
」
に
決
定
し
ま
し

た
。
愛
媛
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
あ
る
こ

と
と
、
赤
く
輝
く
宝
石
ル
ビ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
か
ん
き
つ
は
、
ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン

ジ
「
モ
ロ
」
に
「
太
田
ポ
ン
カ
ン
」
を
接

ぎ
木
し
て
育
成
さ
れ
た
キ
メ
ラ
か
ん
き
つ

で
、
平
成
20
年
10
月
に
品
種
登
録
。
ポ
ン

カ
ン
程
度
の
食
べ
き
り
サ
イ
ズ
で
、
剥
皮

性
が
良
く
、
ほ
ぼ
種
無
し
で
手
軽
に
食
べ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
果
肉
に
は
、
機
能
性

成
分
の
β

−

ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
と
ア

ン
ト
シ
ア
ニ
ン
（
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一

種
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
か
ん
き
つ
主
産
地
５
Ｊ
Ａ

で
試
験
栽
培
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
品
種
の
実
用
化
へ
向
け
た
一
般
消
費

キ
メ
ラ
か
ん
き
つ
「
エ
ク
リ
ー
ク
65
」

愛
称
は
「
ひ
め
ル
ビ
ー
」
に
決
定
！

青果
販売課

▲

　
「
ひ
め
ル
ビ
ー
」
の
愛
称
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
「
エ
ク
リ
ー

ク
65
」
の
果
実

▲（写真右から）モニュメント完成を祝う愛媛県の中村知事、松山市の野志
市長、㈱えひめ飲料の矢野社長
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年（1998）「おべんとう作家」としてデビュー。平成13年
（2001）フリーで活動開始。フルオーダーの弁当製作、イベン
トプロデュース、離乳食講座、カラダメンテナンス、料理教室、
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通
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」（食のつながり）活動を展開する。

フリー10年の節目を迎え、「夢は見るものではない。叶えるもの」
と、先の10年を見据え個性的「食

・
通
・
」に拍車がかかる。好物は

桃とバームクーヘン、手ぬぐいコレクター。
縁があり落語に親しみ、自ら「席亭」（寄席の主催者）として落
語会『菊花寄席』（菊：女性初の真打ち落語家古今亭菊千代師匠
花：人間国宝五代目柳家小さん師匠の孫・柳家花緑師匠）の二
人会を10年務めた。日本文化が大好きで茶道、華道ともに許状
を受けている。
URL／ http://www.obento-sakka.com/

両
親
と
い
う
下
草
が

私
を
育
て
、
娘
へ
と
…
。

　

お
べ
ん
と
う
教
室
を
終
え
て
、
す
ぐ
に
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
受
講
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
は
、「
味
が
濃
く
な
い
。
で
も

薄
く
も
な
い
。
優
し
い
味
で
す
」
と
感
想
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。冗
談
ま
じ
り
に「
人

柄
が
味
に
出
る
ん
で
す
よ
～
」
な
ん
て
答
え

ま
し
た
が
、
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
つ
も

思
い
ま
す
。
料
理
は
裏
方
の
仕
事
で
、
誰
か

に
見
ら
れ
る
の
も
、
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ

だ
け
で
す
。
で
も
、
途
中
の
過
程
が
と
て
も

大
切
で
す
。
プ
ロ
の
料
理
人
が
特
別
な
道
具

で
材
料
を
使
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

た
だ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
所
作
が
丁
寧
だ
っ
た

り
、
確
実
だ
っ
た
り
す
る
だ
け
で
す
。
で
も

そ
の
積
み
重
ね
が
味
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
は
、
レ
シ
ピ
の
数
を
増
や
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
教
室
で
は
な
く
、
美
し
い
所
作

で
美
味
し
い
料
理
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
例
え
同
じ
レ
シ
ピ

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
誰
よ
り
も
美
味
し
い

料
理
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
実
感
し
た
の
は
父
の
姿
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
の
父
は
鮨
職
人
で
し
た
。
父
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
し
か
な
い
店
で
い
つ
も
お
客
様
の

目
の
前
で
、
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

人
が
作
っ
た
も
の
を
食
べ
る
の
か
？　

と
お

客
様
が
不
安
に
思
わ
な
い
よ
う
な
配
慮
、
所

作
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
所
作
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
に
無
駄
が
な
く
、
美
し
く
、
潔
か
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
父
は
、
生
き

方
も
ま
っ
す
ぐ
過
ぎ
て
き
っ
と
生
き
に
く
い

ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
が
、
父
が
作
る
鮨

や
他
の
和
食
は
ど
れ
も
丁
寧
に
作
ら
れ
た
と

感
じ
ら
れ
る
美
味
し
い
も
の
で
す
。な
の
で
、

私
自
身
、
観
客
が
い
な
く
と
も
、
台
所
と
い

う
ス
テ
ー
ジ
で
ひ
と
り
演
技
し
て
い
る
つ
も

り
で
食
べ
て
く
れ
る
人
の
笑
顔
を
想
い
な
が

ら
料
理
を
し
て
い
ま
す
。

　　

結
婚
し
て
家
を
出
て
久
し
い
で
す
が
、
今
、

突
然
実
家
の
冷
凍
庫
を
開
け
て
も
、
ど
こ
に

何
が
あ
る
か
す
ぐ
に
判
り
ま
す
。
そ
の
く
ら

い
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
た
母
の
冷
凍
庫
と
冷

蔵
庫
。
現
役
の
栄
養
士
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
き
な
が
ら
も
、
上
手
に
保
存
し
、
な
ん

で
も
手
作
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
朝
、
焼
き

た
て
の
パ
ン
の
香
り
で
目
が
覚
め
る
こ
と
が

出
来
る
喜
び
は
、
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。「
母

MINA OHARA尾原聖名
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わ
れ
ま
し
た
。
胎
盤
は
土
の
よ
う
な
も
の
。

肥
沃
な
土
地
で
育
つ
野
菜
は
立
派
で
害
虫
に

も
強
く
、
美
味
し
い
で
す
。
10
ヶ
月
近
く
お

腹
に
い
る
胎
児
が
し
っ
か
り
育
つ
た
め
に
特

に
女
性
は
食
生
活
に
注
意
が
必
要
で
す
ね
。

お
陰
様
で
娘
は
、４
歳
で
す
が
、ア
レ
ル
ギ
ー

も
な
く
、
ま
だ
生
ま
れ
て
２
回
し
か
熱
を
出

し
た
こ
と
が
な
く
、
健
康
に
育
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、「
食
べ
る
」
と
い
う

行
為
に
お
休
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
が

「
食
」
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
と
、

ひ
と
り
っ
こ
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
子

供
の
頃
は
随
分
寂
し
い
想
い
も
し
て
き
ま
し

た
。そ
の
せ
い
か
将
来
の
夢
を
抱
く
時
に
は
、

必
ず
「
食
」
と
は
無
縁
の
こ
と
ば
か
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｌ

も
経
験
し
ま
し
た
が
、
で
も
、
結
局
は
「
食
」

に
関
わ
る
仕
事
を
、
そ
し
て
、
両
親
の
「
食

文
化
」
を
受
け
継
い
で
、
た
く
さ
ん
の
人
、

食
材
か
ら
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
作
り
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
と
出
逢
う
人
た

ち
の
笑
顔
を
増
や
せ
る
「
食
」
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
た
ら
、
幸
せ
に
な
る
」
そ
れ
を
１
日

３
回
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
を
毎
日
毎

日
や
れ
ば
、
い
つ
も
幸
せ
に
な
れ
る
！
「
食

べ
る
」
こ
と
が
、
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
出

来
る
。大
そ
れ
た
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、き
っ

と
そ
う
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
証
明
し
て
い
き
た
い
！　

と
、
や
は
り

最
後
は
大
き
く
結
び
ま
す
。

庫
の
整
理
と
娘
に
は
手
作
り
で
育
て
た
い
と

日
々
、
実
践
中
。
そ
う
貫
け
る
の
は
、
助
産

師
さ
ん
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
娘
を
妊
娠
し
た
時
、
エ
コ
ー
で
写
る

胎
盤
が
綺
麗
だ
っ
た
ら
し
く
、「
今
時
、
こ

ん
な
に
胎
盤
が
綺
麗
な
人
は
い
ま
せ
ん
よ
。

食
生
活
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

で
も
、
こ
れ
は
、
昨
日
今
日
の
こ
と
で
は
な

い
の
よ
。
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
が
ど
れ
だ
け

食
事
に
気
を
遣
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
よ

ね
。
お
母
さ
ん
に
感
謝
し
な
さ
い
ね
」
と
言

▲「卵、バター、砂糖なしの苺ムースケーキ」。赤ちゃ
んからお年寄り、アレルギーのある人も全ての
人が同じものを食べて「美味しい」を共有出来
るおやつ作りが最近、力を入れていることかな？

は
、
何
時
に
起
き
て
い
た
ん
だ
ろ
う
か
？
」

結
婚
し
て
、
朝
食
べ
る
パ
ン
を
私
は
、
前
日

に
焼
き
ま
す
。
オ
ー
ブ
ン
に
パ
ン
生
地
を
入

れ
る
時
、
い
つ
も
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
目
覚
ま
し
時
計
の
音
で
も
母
親
の
「
早

く
起
き
な
さ
い
！
」と
い
う
声
で
も
な
く
、「
い

い
匂
い
が
す
る
」
と
感
じ
て
進
ん
で
起
き
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
高
の
始
ま
り
で
す
。

そ
れ
を
体
験
し
て
い
る
の
に
、
私
は
ま
だ
娘

に
味
わ
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
母
を

越
え
る
の
は
難
し
い
で
す
。
せ
め
て
、
冷
蔵
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●平成23年度「愛媛県果樹同志会大会」

着果の確保とTPP参加断固拒否を確認
　県内果樹生産者が組織する愛媛県果樹
研究同志会と愛媛県女性果樹同志会は、
３月21日、松山市で「絆−今こそひとつ
に！ がんばろう愛媛」をテーマに、平成
23年度「愛媛県果樹同志会大会」を開催
しました。
　大会には、同志会員ら関係者約400人
が出席。今年産が裏年にあたることから、
着果の確保ならびに隔年結果防止対策を
最重点課題とし、基本管理の徹底による
高品質安定生産対策に全力で取り組むこ
とを確認。果樹産地構造改革計画の実践
と果樹経営支援対策を有効活用し経営基
盤強化を図るとともに、消費者に「安全・安心」
な美味しい果実を安定的に供給し、果樹産業を
維持・発展させるとした基本方針を決めました。
　大会宣言では、①自然環境の変化に対応した
栽培技術の確立、②安定供給は一流産地の義
務、③「毎日くだもの200グラム運動」を実践し、
消費拡大に努めよう、④TPP参加の断固拒否−
とのスローガンを採択しました。
　TPPについては東京大学大学院の鈴木宣弘教
授が講演。「農水省の試算では果樹への影響額
は210億円だが、かんきつだけでも少なくとも
435億円に上る」と影響の大きさを強調し、参
加反対を訴えました。

　大会では、コンクールの表彰式も行われ、農
林水産大臣賞の近藤勇さん（JAおちいまばり）
に優勝旗が手渡されました。

■平成23年度　えひめ・みかん祭り果実コンクール入賞者
賞名 出品財 受賞者名 所属JA

優秀賞 せとか（施設加温） 石田　慎一 えひめ中央 農林水産大臣賞

優等賞

宮川早生（屋根掛け） 矢野　通彰 にしうわ 愛媛県知事賞

甘平（屋根掛け） 丸井　幸造 愛媛たいき 愛媛県知事賞

紅まどんな 竹松　慎吾 えひめ中央 愛媛県知事賞

不知火（施設）石田六一郎 えひめ中央 全農愛媛県本部長賞

河内晩柑 増田　　章 えひめ南 全農愛媛県本部長賞

宮内伊予柑 作道　建記 えひめ中央 果樹研究同志会長賞

太田ポンカン 松本　勝美 えひめ南 果樹研究同志会長賞

はるみ 徳永　博之 えひめ中央 女性果樹同志会長賞

はれひめ（マルチ） 森　　利昭 おちいまばり 女性果樹同志会長賞

せとか（施設）向井　裕二 えひめ中央 愛媛新聞社長賞

■平成23年度　柑橘園地若返りコンクール入賞者
賞名 出品財 受賞者名 所属JA

優秀賞 甘平 寺尾伊勢行 東予園芸 愛媛県知事賞

優秀賞 甘平 児玉　　恵 えひめ南 全農愛媛県本部長賞

■平成23年度　えひめ・みかん祭りほ場コンクール入賞者
賞名 出品財 受賞者名 所属JA

優秀賞 紅まどんな 近藤　　勇 おちいまばり 農林水産大臣賞

優等賞
せとか（施設）石田六一郎 えひめ中央 愛媛県知事賞

宮川早生 赤松　泰幸 えひめ南 全農愛媛県本部長賞

■平成23年度　早生果実コンクール入賞者
賞名 出品財 受賞者名 所属JA

優秀賞 宮川早生 竹田源太郎 えひめ南 愛媛県知事賞

優等賞

宮川早生 西川　晴喜 えひめ南 全農愛媛県本部長賞

宮川早生 堀川　芳治 えひめ南 果樹研究同志会長賞

宮川早生 石崎　勝治 にしうわ 女性果樹同志会長賞

■平成23年度　キウイフルーツほ場コンクール入賞者
賞名 出品財 受賞者名 所属JA

優秀賞 ヘイワード 宝生　　卓 愛媛たいき 愛媛県知事賞

優等賞

ヘイワード 武田　誠樹 えひめ南 全農愛媛県本部長賞

ヘイワード 越智　　清 おちいまばり 果樹研究同志会長賞

ヘイワード 西山香代子 えひめ中央 女性果樹同志会長賞

～コンクールの主な入賞者～
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　ＪＡ全農えひめは、３月28日、松山市で県農
林水産研究所が開発した酒造用米「しずく媛」
の栽培研修会を開き、高品質・安定生産に向け
た栽培技術の確立に努めることや、平成24年産
の作付け計画などを確認しました。
　研修会には、生産農家やＪＡ・地方局・県の
担当者など29名が参加。あいさつした愛媛県酒
造協同組合の中城英敏理事長は、「『しずく媛』
は愛媛初の酒造好適米として期待も大きい。安
定した需要が見込めるので今後も良いものを生
産してもらいたい」と要望。ＪＡ全農えひめ菅
食糧部長は、「収量や品質面でバラツキが出て
きている。ＪＡ・生産者、行政など関係機関が
連携して高品質・安定生産に努めよう」と呼び
かけました。
　意見交換では生産者側から、「農家と酒造メー
カーの交流会など一体的な取り組みがあれば研
究心や向上心がそそられ励みにもなる」「酒造
メーカーからの生産者個々の評価があれば良い」
といった連携の強化を要求。酒造協同組合から
は「バラツキが少ない粒が揃った原料米の供給

●「しずく媛」栽培研修会

高品質・安定生産に向けた栽培技術の確立を
を」と均一性の向上を求める意見が出ました。
　「しずく媛」は、平成19年から愛媛県酒造協
同組合・ＪＡ全農えひめ・県内ＪＡの３者が契
約を結び、需要に応じた生産に取り組んでお
り、県内22の蔵元が、日本酒の統一銘柄「しず
く媛」を製造・販売しており、年間２万本から
２万５千本が消費されています。
　23年産は、産地適性を見極めようと、新たに
３ＪＡを加え県内６ＪＡ・23ha作付けし、90ｔを
生産。24年産も23ha・100ｔの生産を計画して
います。

　㈱ひめライスは、スポーツの支援を通じて愛
媛米『ひめライス』をPRしようと、３月25日、
松山市の県武道館主道場で「第25回ひめライス
杯・南海放送レディス卓球大会」を開催。各ク
ラス３位以内の選手には副賞として無洗米『あ
らうまい！ 』を贈りました。
　同大会は、県内最大規模の女子ダブルスの大
会で、191ペア・382人がエントリーしました。
最高齢92歳までの幅広い層が参加し、レベル別
に５クラスに分かれて熱戦を展開。会場は女性
選手たちの掛け声と軽快に玉を打ち合う音が響
き熱気に包まれました。
　最もレベルの高いAクラスで初優勝した塩見
心・野村佳子ペア（FREE STYLE・今治市）は、

「毎年参加し入賞の経験はあるが、目標は優勝
だったので初優勝はとても嬉しい！ 」と副賞の
お米を手に喜んでいました。
　その他のクラス優勝は次の皆さんです（敬称

●「第25回ひめライス杯南海放送レディス卓球大会」

Ａクラスは塩見・野村ペアが初優勝
略・所属）。
◆Bクラス＝ 上田貴美枝・北川千春（GUTS今治・

今治市）
◆Cクラス＝ 山内明子・高市恵（ライスカレー・

松山市）
◆Dクラス＝ 弦田アユ子・稲田恵美（内子卓協・

内子町）
◆Eクラス＝ 水本琴美・阿部恵子（みつばちク

ラブ・松山市）

▲23年産の品質や精米の状況を確認する関係者

▲Ａクラス初優勝の塩見（右）・野村ペア
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　ＪＡ全農えひめ青果販売課は、４月５日、Ｊ
Ａ愛媛別館で、「一寸蚕豆出荷協議会」を開きま
した。会議には、ＪＡ・市場担当者など20人が
出席し、24年産の出荷方針・計画を決めました。
　愛媛県は全国有数の一寸蚕豆産地ですが、高
齢化と近年の低価格の影響により、24年産の栽
培面積は前年比82％の39.8ha、共販量は前年比
92％の446.8トンと、前年を下回る見通しとなっ
ています。
　生育は、年末から１月末にかけての低温・干
ばつ、２月以降の日照不足や低温の影響により、
全体的には１週間～10日程度遅れており、出荷
ピークは５月10日前後が見込まれています。長
崎等九州産地も同様に生育遅れとなっており、
昨年同様に５月連休以降、各産地の出荷が重な
ることが懸念されています。

　ＪＡ全農えひめ畜産部は、４月18日、西予市
野村畜産総合振興センターで「第17回愛媛県子
牛品評会」を開き、優等賞（県知事賞）には、
雌の部で村上克也さん（ＪＡひがしうわ）の出
品牛「しげふく」、去勢の部では池田一成さん（Ｊ
Ａえひめ南）の「愛都８」が選ばれました。
　品評会には、生後１年未満の県内産黒毛和種
156頭（雌牛の部68頭、去勢の部88頭）が出品
され、月齢に見合う発育をしているか、体積、
子牛としてのバランス、資質、品位などを基準
に審査し、各賞が決まりました。
　県知事賞の池田さんは、「愛情たっぷりにス
トレスをかけないように育てた成果が出て良
かった」と笑顔で話していました。
　品評会後には、今年度第１回目の和子牛臨時
市場を開き、153頭（雌66頭、去勢87頭）を販
売。全国的に子牛相場が高値推移していること
から、１頭あたり最高額は534,450円、平均販売
額は雌が364,350円（前回〈２月〉比35,334円高）、
去勢が446,431円（同比62,749円高）と、いずれ

●「一寸蚕豆出荷協議会」

愛媛産のシェア・売り場確保で有利販売めざす！

　こうした中、ＪＡ全農えひめでは、関東の主
要市場を中心に休日相対販売や販売店舗を限定
した週間値決め等の効果的な実施を通じて、愛
媛産の売り場・シェア確保と有利販売に取り組
むこととしています。
　なお、県内では４月16日のＪＡえひめ中央中
島地区を皮切りに出荷が始まっていますが、４
月上旬の強風の影響により、県内の共販量は
426トン程度に減少すると見込んでいます。

も前回を上回る価格で販売されました。
　その他の入賞者は次の皆さんです（カッコ内
はＪＡ名）。

【雌の部】▽１等賞＝大森久光さん（ひがしう
わ）、藤原輝明さん（同）

【去勢の部】▽１等賞＝井関秀夫さん（ひがし
うわ）、山岡造さん（愛媛たいき）

●第17回　愛媛県子牛品評会

雌は村上さん、去勢は池田さんが県知事賞！

▲去勢の部で県知事賞の池田さんと「愛都８」

平成24年産一寸蚕豆出荷計画表　　　（単位：ha、ｔ、％）
面積 共販量 ４月 ５月 ６月

本年計画 39.83 446.6 12.7 433.9 0.0 

前年実績 48.64 489.5 9.2 472.7 7.6 

前 年 比 82% 91% 138% 92% 0%
※数字は4月上旬現在。
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京阪神地区
②４月14日：東京タワー「オレンジまつり」
　オレンジ色にライトアップされる「オレンジまつ
り」を開催。タワーの高さ333メートルにちなんで、

抽選で333人に愛媛産
「清見」をプレゼント
（P⑨）。13日には「前
夜祭」として、「愛の
引き出しセット」や「読
売巨人軍グッズ」が当
たる抽選会も行われま
した。

①４月12日：東京ドーム「もうすぐオレンジデーナイター」
　チームカラーがオレンジ色の「読売巨人軍」とタイアップし、（巨人VS
中日）を提供開催。試合前には愛媛いよかん大使らが長野久義選手を表
敬訪問し、愛媛産柑橘の詰め合わせ「愛の柑橘引き出しセット」を手渡
しました（P⑦）。また、抽選で観戦客200人にも同セットをプレゼント。
　入場ゲートでは、オレンジ色を身につけた入場者先着1,000人に愛媛産

「清見」をプレゼント（P⑧）したほか、場内のオーロラビジョンでオレ
ンジデー CMの放映、グラウンド上で「オレンジェル」「みきゃん」「ノッ
ポン（東京タワーのキャラクター）」「ジャビット」らがパフォーマンス
を行い、オレンジデーをアピールしました。

４月14日は愛を深める『オレンジデー』！
多彩なイベントを実施し「オレンジデー」と
愛媛かんきつをアピール！
　ＪＡ全農えひめは、４月14日の「オレンジデー」を愛の記念日として定着させ、
愛媛産かんきつのPRと消費拡大につなげようと、「愛のオレンジロード」の集大
成として県内・首都圏・京阪神地区でさまざまなイベントや量販店でオレンジデー
フェアを実施しました。

①ブライダルイベント
　４月14日オレンジデー当日に松山市のホテル椿館で結婚式
をあげた宮本洋輔さん・佐藤仁美さんの披露宴では、ＪＡ全
農えひめが協賛し、オレンジェルやみきゃんも参加して「ブ
ライダルイベント」を開催。ホテル入り口に「みかんタワー」
を設置し、ウェルカムドリンク、旬の清見をふんだんに使っ
たウェディングケーキ（P②）、余興では柑橘詰め合わせプレ
ゼント（P③）など、オレンジづくしで２人の愛の記念日を
祝いました。

②ハート型観葉植物「ラブラブハート」や清見のプレゼント
〈４月14日〉ＪＡグリーンえひめ・いよっこら・エミフル
MASAKI・フジグラン松山など協力店では、先着でハート型観
葉植物をプレゼント（Ｐ④⑤）。

〈４月12〜15日〉JASS−PORT松山東では、給油された方に先
着で「清見」をプレゼント（Ｐ⑥）。

　阪急・阪神百貨店グループ６店舗などで、４月14
日を中心にオレンジデーフェアを開催。いよかん大
使 やＪＡえひ
め 南 のタロッ
コ生産者も参
加 し、 愛 媛 産
柑 橘PRととも
にイベントを盛
り上げました。

４月11日～オレンジデーフェア開催

Ｐ②　清見のウェディン
グケーキ入刀

Ｐ③　キャラクターも盛り上げました

Ｐ④　先着で「ラブラブハー
ト」プレゼント（いよっこら）

Ｐ⑥　「清見」プレゼント

Ｐ⑦　巨人・長野選手を訪問

Ｐ⑧　グラウンド上でもアピール

Ｐ⑨　「オレンジまつり」も大盛況！

「ORANGEDAY in Tokyo」と題して、
東京ドームと東京タワーでイベント

県　内

首都圏

　　Ｐ⑤
「ラブラブハート」
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平成24年度　JA全農えひめグループ提供番組（レギュラー枠）
　JA全農えひめグループでは、以下のテレビレギュラー番組を提供し、テレビCMを通じて愛媛の
農畜産物の消費拡大と事業・商品のPRに努めています。

提供 放送局 番　組　名 放映日時

Ｊ
Ａ
全
農

え
ひ
め

南 海 放 送
もぎたてテレビ 日曜日 11：55 〜12：50

スッキリ 月曜日   8：00 〜10：20

愛 媛 朝 日 テ レ ビ ドラマステーション 火曜日 16：00 〜16：54

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス

南 海 放 送

ぐるぐるナインティナイン 木曜日 19：56 〜20：54

火曜サプライズ 火曜日 19：00 〜19：56

情報生ワイド「スッキリ」 木曜日   8：00 〜10：25

テ レ ビ 愛 媛
ネプリーグ 月曜日 19：00 〜19：54

笑っていいとも 月曜日 12：00 〜13：00

あ い テ レ ビ
キャッチあい

月曜日
18：16 〜18：50

火曜日
Ｎスタ 水曜日 16：53 〜17：45

愛 媛 朝 日 テ レ ビ スーパーＪチャンネル 木曜日 16：54 〜17：54

線

12



13

業
の
持
つ
物
質
循
環
機
能
を
生
か

し
、
生
産
性
と
の
調
和
等
に
留
意

し
つ
つ
、
土
づ
く
り
等
を
通
じ
て
化
学
肥

料
・
農
薬
等
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
、

さ
ら
に
は
農
業
が
有
す
る
環
境
保
全
機
能

の
向
上
に
配
慮
し
た
持
続
的
な
農
業
で
あ

る
「
環
境
保
全
型
農
業
」
の
定
着
を
図
る

た
め
、
農
業
環
境
規
範
の
普
及
・
定
着
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
取
組
へ
の
支
援
、
先

進
的
な
営
農
活
動
へ
の
支
援
、
有
機
農
業

の
推
進
等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
む
場
合
の

支
障
に
つ
い
て
、
農
業
者
を
対
象
に
行
っ

た
調
査
（
複
数
回
答
）
に
よ
る
と
、「
慣

行
栽
培
と
比
べ
て
、
経
費
が
か
か
る
割

に
は
販
売
単
価
が
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
」

51
・
５
％
、「
慣
行
栽
培
に
比
べ
て
労
力

が
か
か
る
こ
と
」
38
・
６
％
、「
慣
行
栽

培
に
比
べ
て
単
収
が
減
少
す
る
こ
と
」

29
・
６
％
等
が
、
大
き
な
障
害
に
な
っ
て

い
ま
す
（
図
１
）。

　

消
費
者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
（
複
数

回
答
）
に
よ
る
と
、
農
業
・
農
村
の
維
持
・

活
性
化
の
た
め
に
、
消
費
者
と
し
て
応
援

し
て
い
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
取
組
に
つ
い

て
、「
米
な
ど
、
国
内
で
生
産
で
き
る
農

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
消
費
者
の
意
識
を

向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
実
際
の
行
動
に
結

び
つ
く
よ
う
、
学
校
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

を
活
用
し
た
環
境
保
全
の
体
験
等
の
環
境

教
育
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
環
境
保
全
効
果
の

高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対

し
て
直
接
支
援
を
行
う
、「
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
交
付
金
」
が
あ
り
ま
す
。

※�

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、「
持
続
性
の
高
い
農
業

生
産
方
式
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
第
４

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
の
認

定
を
受
け
た
農
業
者
の
愛
称
で
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー　

農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

産
物
は
国
産
農
産
物
を
積
極
的
に
消
費
・

購
入
す
る
」
84
・
３
％
、「
消
費
者
が
農

業
者
と
事
前
に
農
産
物
の
売
買
契
約
を
結

ぶ
こ
と
に
よ
り
農
家
の
経
営
等
を
支
援
す

る
活
動
」
38
・
９
％
な
ど
、
積
極
的
に
農

村
を
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
図
２
）。

の
よ
う
な
農
業
者
や
消
費
者
の
意

識
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
環
境
保

全
型
農
業
を
行
っ
て
い
る
産
地
の
販
売
企

画
力
の
向
上
、
生
産
物
の
販
路
拡
大
の
た

め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
対
応
、
産
地
交
流

を
重
視
し
た
有
機
農
産
物
の
宅
配
や
ツ

ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
組
、
栽
培
技
術

の
体
系
化
・
強
化
等
を
進
め
て
い
く
こ
と

環境保全に向けた取り組み
－ 「食料・農業・農村及び水産資源の持続的利用に関する意識・意向調査」の結果から －

農国
産
農
産
物
を
積
極
的
に

消
費
・
購
入
す
る

販
売
単
価
が
評
価
さ
れ
な
い

51.5慣行栽培と比べて、経費がかかる割には販売単価
が評価されないこと

慣行栽培に比べて労力がかかること

慣行栽培に比べて単収が減少すること

環境に配慮した生産方法に関する情報が少ないこと

生産物の販路の拡大が難しいこと

実際に取り組む際に行政等による技術的支援が少
ないこと
周辺の農業者等の理解を得るために必要な行政か
らの支援が少ないこと

周辺の農業者等の理解が得られないこと

その他

その他
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図１　環境保全型農業に取り組む場合の支障について

84.3
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資料：農林水産省「食料・農業・農村及び水産資源の持続的利用に関する意識・意
　　　向調査」（平成23年５月公表）

図２　農業・農村の維持・活性化のために消費者として
　　　応援していったらよいと思う取組

米など国内で生産できる農産物は国産農産物を積
極的に消費・購入する

農村に滞在して余暇を楽しむグリーンツーリズム
等により農村へ積極的に訪れる

農地を有効利用するための市民農園の利用や、体
験農業等へ積極的に参加する

消費者が農業者と事前に農産物の売買契約を結ぶ
ことにより農家の経営等を支援する活動

リンゴの木や棚田などのオーナーとなり、収穫等の
農作業体験をするオーナー制度への積極的な参加

地域の活性化や環境・資源の保全等の地域の課題
を、行政、市民、企業、NPO等が連携して解決す
る取組である「コミュニティビジネス」への参加

こ
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N
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品

▲桑村さん（左）は白餅やかき餅、パッ
トライスを、黒田さんはおかきフライ
や黒豆も出品。餅の形が規格品のよう
に一定でないのはご愛嬌。つくるうち
に、だんだんと大きくなってしまうの
だとか（笑）

「おいしい」の笑顔がうれしくて…

　黒田テイ子さんと桑村エイ子
さんは近くに暮らす仲良し姉妹
です。二人とも素朴で懐かしい
味の加工品を出品しています。
御年83歳の黒田さんは「つ
くって持っていくのはリハビリの
ようなもの」とにこやかです
が、よもぎ餅はよもぎ採取には
じまり、餅米を前日から仕込
み、当日は未明に起きて一人で
１００個の餅をつくります。金山
寺味噌は米を蒸し、麹菌で発
酵、独自の味付けで大豆もたっ
ぷり。ご飯のすすむ一品です。

　
季
節
の
果
物
を
中
心
に
、
お
い
し
い
農
産

物
が
年
中
並
び
ま
す
が
、
６
月
に
な
る
と
南

高
梅
と
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
が
主
力
商
品
で
す
。

気
候
に
左
右
さ
れ
な
い
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ア
ム

ス
メ
ロ
ン
は
高
糖
度
で
味
に
も
定
評
の
あ
る

お
い
し
さ
で
す
。
６
月
10
日
頃
に
販
売
開
始
、

予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
南
高
梅
は
販
売
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
園
地

へ
出
向
い
て
収
穫
し
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
や
梅
干
し

を
作
り
、
持
ち
帰
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
県
内
有
数
の
柿
産
地
だ
け
に
、
秋
の
直
売
所
は
柿
色
に
染
ま
り

ま
す
。
特
に
あ
た
ご
柿
は
干
し
柿
用
生
果
、
渋
抜
き
な
ど
、
品
数

豊
富
。
年
末
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
は
紅
ま
ど
ん
な
や
せ
と
か
、

デ
コ
ポ
ン
な
ど
の
柑
橘
が
多
数
並
び
ま
す
。

　
中
山
川
沿
い
に
あ
る
「
お
い
で
ん
や
と
う
え
ん
」
は
毎
週

土
・
日
曜
日
に
西
条
市
一
円
の
新
鮮
な
農
産
物
が
並
ぶ
素
朴

な
直
売
所
で
す
。

　
そ
も
そ
も
の
発
端
は
平
成
６
年
に
消
費
し
き
れ
な
い
自
家

用
野
菜
を
生
産
者
各
自
が
思
い
思
い
の
値
段
を
つ
け
て
、
選

果
場
軒
下
で
コ
ン
テ
ナ
台
の
陳
列
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
売
る
こ
と
よ
り
も
直
売
所
で
み
ん
な
と
出
会
え
、
消

費
者
か
ら
は
喜
ば
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て…

そ
ん
な
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
始
ま
り
で
す
。

　
平
成
９
年
に
常
設
の
店
舗
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
が
オ
ー

プ
ン
。
直
売
所
は
平
成
14
年
に
現
在
の
週
末
営
業
の
形
態
を

と
り
、
平
成
19
年
に
そ
れ
ま
で
の
「
ふ
る

さ
と
直
販
広
場
」
か
ら
「
お
い
で
ん
や
と

う
え
ん
」
へ
と
名
称
を
改
め
、
６
５
０
㎡

の
広
さ
に
２
５
０
名
を
超
え
る
会
員
が
出

荷
、
年
間
約
１
億
５
、０
０
０
万
円
を
売
り

上
げ
る
直
売
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
で
作
っ
た
も
ん

食
べ
て
み
て
や
！

う

初
夏
に
出
か
け
て

楽
し
い
と
う
え
ん

と
う
え
ん
商
品
は

い
つ
で
も
買
え
る
ヨ

▲営業日は沿道にのぼりが立つ。よく目立つ屋根を目印にお越しくだ
さい

▲

寒い日に、見知らぬ同士もあ
たたかな火鉢を囲めば会話が
花咲く。火鉢の中身はアツア
ツ焼き芋

▲

あちらこちらで
会話が弾む買い
物風景

　
店
舗
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
に
は
Ｊ
Ａ
東
予
園
芸
の
看
板
商

品
、
加
工
品
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
へ
年
間
５
５
０
万
本
を
出
荷
、
共
選
共
販
出
荷
量
・
売
上

額
と
も
に
日
本
一
を
誇
る
ス
プ
レ
ー
バ
ラ
は
、
安
価
で
新
鮮
、
高

品
質
の
品
揃
え
で
す
。
中
身
が
黄
色
い
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
入
手

で
き
る
の
も
当
店
な
ら
で
は
。

　
秘
伝
の
製
法
で
ま
ろ
や
か
風
味
に
仕
上
げ
た
蜂
蜜
入
り
梅
干
し

「
健
紅
梅
」
や
梅
ジ
ャ
ム
、
干
し
柿
な
の
に
赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ
の

よ
う
に
柔
ら
か
な
「
あ
ん
ぽ
柿
」、
渋
柿
が
真
空
パ
ッ
ク
で
脱
渋
個

装
さ
れ
た
「
あ
た
ご
ゴ
ー
ル
ド
」。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
も
商
品
化
の
予
定
で
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

▲ハウスでは甘～い香りが
漂っている、アムスメロン

▲いいものをより安く！　朝一がオススメ

▲梅の収穫体験は手ぶらで参加、２㎏の梅のお土産付
で2,000円

▲徳永養鶏場のこだわり卵は黄身
が色濃く、盛り・弾力のある人
気商品。中央が徳永さん

▲土曜日には河原津漁協か
ら近海でとれたピチピチ
鮮魚が並ぶ

▲色鮮やかで干し柿のイメージを
くつがえす「あんぽ柿」

▲「健紅梅」各種

14
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中山川

N

N

品

▲桑村さん（左）は白餅やかき餅、パッ
トライスを、黒田さんはおかきフライ
や黒豆も出品。餅の形が規格品のよう
に一定でないのはご愛嬌。つくるうち
に、だんだんと大きくなってしまうの
だとか（笑）

「おいしい」の笑顔がうれしくて…

　黒田テイ子さんと桑村エイ子
さんは近くに暮らす仲良し姉妹
です。二人とも素朴で懐かしい
味の加工品を出品しています。
御年83歳の黒田さんは「つ
くって持っていくのはリハビリの
ようなもの」とにこやかです
が、よもぎ餅はよもぎ採取には
じまり、餅米を前日から仕込
み、当日は未明に起きて一人で
１００個の餅をつくります。金山
寺味噌は米を蒸し、麹菌で発
酵、独自の味付けで大豆もたっ
ぷり。ご飯のすすむ一品です。

　
季
節
の
果
物
を
中
心
に
、
お
い
し
い
農
産

物
が
年
中
並
び
ま
す
が
、
６
月
に
な
る
と
南

高
梅
と
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
が
主
力
商
品
で
す
。

気
候
に
左
右
さ
れ
な
い
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ア
ム

ス
メ
ロ
ン
は
高
糖
度
で
味
に
も
定
評
の
あ
る

お
い
し
さ
で
す
。
６
月
10
日
頃
に
販
売
開
始
、

予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
南
高
梅
は
販
売
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
園
地

へ
出
向
い
て
収
穫
し
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
や
梅
干
し

を
作
り
、
持
ち
帰
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
県
内
有
数
の
柿
産
地
だ
け
に
、
秋
の
直
売
所
は
柿
色
に
染
ま
り

ま
す
。
特
に
あ
た
ご
柿
は
干
し
柿
用
生
果
、
渋
抜
き
な
ど
、
品
数

豊
富
。
年
末
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
は
紅
ま
ど
ん
な
や
せ
と
か
、

デ
コ
ポ
ン
な
ど
の
柑
橘
が
多
数
並
び
ま
す
。

　
中
山
川
沿
い
に
あ
る
「
お
い
で
ん
や
と
う
え
ん
」
は
毎
週

土
・
日
曜
日
に
西
条
市
一
円
の
新
鮮
な
農
産
物
が
並
ぶ
素
朴

な
直
売
所
で
す
。

　
そ
も
そ
も
の
発
端
は
平
成
６
年
に
消
費
し
き
れ
な
い
自
家

用
野
菜
を
生
産
者
各
自
が
思
い
思
い
の
値
段
を
つ
け
て
、
選

果
場
軒
下
で
コ
ン
テ
ナ
台
の
陳
列
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
売
る
こ
と
よ
り
も
直
売
所
で
み
ん
な
と
出
会
え
、
消

費
者
か
ら
は
喜
ば
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て…

そ
ん
な
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
始
ま
り
で
す
。

　
平
成
９
年
に
常
設
の
店
舗
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
が
オ
ー

プ
ン
。
直
売
所
は
平
成
14
年
に
現
在
の
週
末
営
業
の
形
態
を

と
り
、
平
成
19
年
に
そ
れ
ま
で
の
「
ふ
る

さ
と
直
販
広
場
」
か
ら
「
お
い
で
ん
や
と

う
え
ん
」
へ
と
名
称
を
改
め
、
６
５
０
㎡

の
広
さ
に
２
５
０
名
を
超
え
る
会
員
が
出

荷
、
年
間
約
１
億
５
、０
０
０
万
円
を
売
り

上
げ
る
直
売
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
で
作
っ
た
も
ん

食
べ
て
み
て
や
！

う

初
夏
に
出
か
け
て

楽
し
い
と
う
え
ん

と
う
え
ん
商
品
は

い
つ
で
も
買
え
る
ヨ

▲営業日は沿道にのぼりが立つ。よく目立つ屋根を目印にお越しくだ
さい

▲

寒い日に、見知らぬ同士もあ
たたかな火鉢を囲めば会話が
花咲く。火鉢の中身はアツア
ツ焼き芋

▲

あちらこちらで
会話が弾む買い
物風景

　
店
舗
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
に
は
Ｊ
Ａ
東
予
園
芸
の
看
板
商

品
、
加
工
品
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
へ
年
間
５
５
０
万
本
を
出
荷
、
共
選
共
販
出
荷
量
・
売
上

額
と
も
に
日
本
一
を
誇
る
ス
プ
レ
ー
バ
ラ
は
、
安
価
で
新
鮮
、
高

品
質
の
品
揃
え
で
す
。
中
身
が
黄
色
い
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
入
手

で
き
る
の
も
当
店
な
ら
で
は
。

　
秘
伝
の
製
法
で
ま
ろ
や
か
風
味
に
仕
上
げ
た
蜂
蜜
入
り
梅
干
し

「
健
紅
梅
」
や
梅
ジ
ャ
ム
、
干
し
柿
な
の
に
赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ
の

よ
う
に
柔
ら
か
な
「
あ
ん
ぽ
柿
」、
渋
柿
が
真
空
パ
ッ
ク
で
脱
渋
個

装
さ
れ
た
「
あ
た
ご
ゴ
ー
ル
ド
」。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
も
商
品
化
の
予
定
で
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

▲ハウスでは甘～い香りが
漂っている、アムスメロン

▲いいものをより安く！　朝一がオススメ

▲梅の収穫体験は手ぶらで参加、２㎏の梅のお土産付
で2,000円

▲徳永養鶏場のこだわり卵は黄身
が色濃く、盛り・弾力のある人
気商品。中央が徳永さん

▲土曜日には河原津漁協か
ら近海でとれたピチピチ
鮮魚が並ぶ

▲色鮮やかで干し柿のイメージを
くつがえす「あんぽ柿」

▲「健紅梅」各種
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

●
３
月
号
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
ね
っ
と
わ
ー
く
」
を
読
ん
で
。
愛
媛

は
農
産
物
の
宝
庫
な
ん
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
柑

橘
類
、
サ
ト
イ
モ
、
イ
チ
ゴ
…
こ
の
前
は
テ
レ
ビ
で
新

宿
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、「
愛
媛
フ
ェ
ア
」
の
よ
う

な
感
じ
で
、
お
し
ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
豚
肉
と
か
オ

レ
ン
ジ
に
ち
な
ん
だ
料
理
な
ど
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
愛
媛
の
良
さ
を
全
国
に
広
げ
て
い
く
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
消
費
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
秦　

ミ
ヨ
子
さ
ん
）

●
当
地
区
特
産
の
山
の
芋
（
つ
ぐ
ね
芋
）
の
植
え
付
け
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
低
温
、
ま
た
雨
の
影
響
で

思
う
よ
う
に
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
特
に
日
曜
百
姓
に

と
っ
て
は
休
日
の
雨
が
う
ら
め
し
い
限
り
で
す
。
こ
の

ハ
ガ
キ
が
届
く
頃
に
は
植
え
付
け
も
完
了
し
、
サ
ト
イ

モ
「
伊
予
美
人
」
の
植
え
付
け
も
終
わ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
か
ら
農
作
業
の
腰
痛
を
心
配
し
て
い
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
で
人
類
が
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
始
め
た
の
は
、
狩

猟
生
活
か
ら
農
耕
生
活
に
移
行
し
た
時
期
だ
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
納
得
で
す
。
な
る
べ
く
腰
を
使

わ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
、
長
く
農
業
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	
	

（
四
国
中
央
市
・
三
好　

昇
さ
ん
）

●
３
月
号「
な
ん
で
も
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ

ア
を
読
ん
で
。
さ
す
が
、“
み
か
ん
県
”
愛
媛
。
ブ
ラ
ッ

ド
オ
レ
ン
ジ
も
作
っ
て
い
た
と
は
！　

初
め
て
イ
タ

リ
ア
の
ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
と
き

の
味
、
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
「
せ
と

か
」
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
地
元
の
コ
ー
プ
の
カ
タ
ロ

グ
に
あ
っ
た
の
で
、
早
速
注
文
し
ま
し
た
。
楽
し
み
で

す
。
ど
ん
な
味
か
な
？

　

娘
が
小
４
の
時
、
朝
日
小
学
生
新
聞
の
こ
ど
も
記
者
の

企
画
で
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

ず
っ
と
『
あ
ぐ
り
～
ど
』
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
愛
読

し
て
い
ま
す
。
娘
も
昨
年
大
学
を
卒
業
し
社
会
人
に
。

長
い
年
月
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
、
愛

媛
の
皆
さ
ん
の
律
儀
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
い
つ
も
感
動

し
て
い
ま
す
。

	
	

（
神
戸
市
・
足
立　

昌
子
さ
ん
）

●
３
月
号
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ	

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
し
い
た
け

品
評
会
の
記
事
を
読
み
、
大
塚
幸
男
さ
ん
の
生
椎
茸
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
も
凛
々

し
く
美
し
い
椎
茸
が
あ
る
の
か
！
と
正
直
驚
き
ま
し

た
。
鍋
料
理
に
入
れ
て
食
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

若
い
新
規
就
農
者
や
Ｉ
タ
ー
ン
で
農
業
を
始
め
た
人
な

ど
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
農
業
人
」
を
ぜ
ひ
取
材
し
て

ほ
し
い
で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

達
郎
さ
ん
）

●
「
ふ
る
さ
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
」
を
今
月
も
興
味
深
く
拝
読

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
や
り
た
い
事
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
方
は
素
敵
だ
な
と
思
い
な
が
ら
、

い
つ
か
自
分
も
と
…
も
う
40
も
半
ば
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
あ
き
ら
め
ず
、
模
索
し
て
い
く
た
め
に
も
ず
っ

と
「
ふ
る
さ
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
」
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
奥
さ
ん
た
ち
を
紹
介
し
て

く
れ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
井
上　

喜
美
さ
ん
）

●
初
め
て
お
便
り
し
ま
す
。
主
婦
50
歳
で
す
。
食
と
か
に

は
や
は
り
興
味
が
あ
り
ま
す
。
エ
ッ
セ
ー
vol
２
０
３

“「
お
べ
ん
と
う
作
家
」
で
10
年
”
を
読
ん
で
、
お
弁
当

の
写
真
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
カ
ラ
ー
だ
っ
た
ら
わ
か

り
や
す
い
の
に
な
～
と
、
第
一
印
象
で
思
い
ま
し
た
。

す
い
ま
せ
ん
、
小
さ
い
こ
と
で
。

　

料
理
コ
ー
ナ
ー
で
柑
橘
を
使
っ
た
料
理
と
か
取
り
上
げ

て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
村
上　

信
子
さ
ん
）

●
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
（
２
年
目
）。
ク
ッ
キ

ン
グ
は
、
旬
の
素
材
で
献
立
が
で
き
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
種
類
を
育
て
て
、
家
計
を
助
け
余
っ

た
物
は
近
所
・
友
達
等
に
お
す
そ
分
け
し
て
い
ま
す
。

　
『
わ
あ
嬉
し　

は
ず
ん
だ
声
で　

ま
た
励
み
』

	
	

（
上
島
町
・
福
田　

り
つ
子
さ
ん
）

●
特
集
の
Ｊ
Ａ

−

Ｓ
Ｓ
を
読
ん
で
。
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
が
増
え

る
中
、
ど
う
し
て
も
自
分
で
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
こ
と

を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
い
ま
し
た
が
、
値
段
の
安
さ
に
ひ

か
れ
思
い
切
っ
て
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
優
し
い
店
員

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
以
来
利
用
し
て
い
ま
す
。
利
便
性
・
快
適

性
の
高
い
セ
ル
フ
を
望
ん
で
い
ま
す
。

	
	

（
伊
方
町
・
上
田　

由
記
さ
ん
）

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

３
月
号
の
答
え
は
「
１
、２
６
２
億
円
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

平
家　

祥
照
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）　　

浅
海
千
賀
子
さ
ん
（
今
治
市
）

宝
利　

礼
子
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）　　

石
野　
　

満
さ
ん
（
伊
予
市
）

山
﨑　

八
生
さ
ん
（
松
山
市
）　　
　

井
上　

喜
美
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

松
本　

興
八
さ
ん
（
松
山
市
）　　
　

高
橋　

将
器
さ
ん
（
新
居
浜
市
）

桐
野　
　

直
さ
ん
（
松
山
市
）　　
　

二
宮
サ
ツ
キ
さ
ん
（
松
山
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
24
年
６
月
11
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
７
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★３年間離れていましたが、４

月から「あぐり～ど」担当に
戻ってまいりました。よろし
くお願いいたします。
　取材に伺ったブライダルイベ
ントをはじめ、オレンジデー
関連のイベントは盛況で、
徐々にではありますが、オレ
ンジデーも定着しつつありま
す。特集で紹介した生産・販
売・購買一体事業のコア事業
も同様ですが、“点”から“面”
への拡大に皆様のご協力をお
願いします。

（正直）

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
キ
メ
ラ
か
ん
き
つ
「
エ
ク
リ
ー

ク
65
」
の
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
愛
称
は
？

「
ひ
め
○
○
○
」
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〈材料・４人分〉　　※１個あたり約99kcal
ダークチョコレート	 200ｇ
えひめみかん・
　　いよかん混合ジュース	 60㏄
バター	 30ｇ
生クリーム	 30ｇ
ココアパウダー	 適量

〈作り方〉
①	　水にゼラチンを入れてふやかしておく。
②　鍋にジュースと砂糖を入れて沸かす。フツフ
ツとしてきたら火を止め、①を加えて溶かす。
③　②を型に流して冷やし固める。
④　ミントを添える。

みかんジュースのゼリー みかんジュースでチョコ鶏肉のみかんジュース煮

〈作り方〉
①	　鶏肉は一口大に切り、Ⓐの塩・コショウをふ
り、小麦粉をまぶす。

②　油で玉ねぎのみじん切りを炒め、①を加えて
焼き、色が変わればジュースと醤油を加えて、
弱火で10 ～15分ほど煮込む。

③　塩・コショウで味を調え器に盛り、パセリの
みじん切りをちらす。

※彩りにブロッコリーなどを添えてもよい。
※カレールウ２かけを加えても美味。

〈作り方〉
①	　チョコレートを細かく刻み、ジュースと一緒
に湯せんにかける。

②　①にバター、生クリームを加える。
③　②をクッキングシートを敷いた型に流し、冷
蔵庫で冷やして固める。

④　食べやすい大きさに切り、ココアパウダーを
まぶす。

※ダークチョコレート…カカオ70％のもの。

〈材料・４人分〉　　※１人あたり約55kcal
えひめみかん・
　　いよかん混合ジュース	 200㏄
砂糖	 30ｇ
ゼラチン	 ５ｇ
水	 大さじ２
ミント	 ４枚

〈材料・４人分〉　　※１人あたり約474kcal
鶏モモ肉	 ２枚
玉ねぎ	 １個
えひめみかん・
　　いよかん混合ジュース	 600㏄
　塩	 小さじ1/2
　コショウ	 適量
油	 小さじ２
小麦粉	 適量
醤油　　　　　　　　	 大さじ１
パセリ	 少々
塩	 適量
コショウ	 適量

今月の素材

えひめみかん・
いよかん混合ジュース

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
右
前
）
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
で
チ
ョ
コ
、（
右
後
）
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の

ゼ
リ
ー
、（
左
）
鶏
肉
の
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
煮

Ⓐ

①伯方の塩と瀬戸内産の夏みかんを使用した熱中対策にぴっ
たりの飲料です。

②体液とほぼ等しい浸透圧に仕上げたアイソトニックタイプの
飲料です。

③カロリーが気になる人もゴクゴク飲みやすい、カロリーオ
フ仕上げです。

④安心の原料で、お子様にも美味しく飲んでいただけます。

POM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかん
５月21日発売　伯方の塩（伯方塩業）とのコラボレート５月21日発売　伯方の塩（伯方塩業）とのコラボレート

500mlペット

【果汁10％未満／希望小売価格140円（税抜）】

『伯方の塩と瀬戸内で育った夏みかんを使用』

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

愛媛のミカンで
おいしさ深まる

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。


